
 

 

 

 

 

日時：平成２３年１１月１２日（土）１３時から１５時まで 

受付：１２時３０分から 

会場：新発田病院附属看護専門学校 ５F 講堂（新発田病院正面玄関からお入りください。）  

定員：1５0 人  参加費：無料 
 

 

 

   

講師：松原要一氏（新潟労災病院・院長） 

  演題：地域医療における自治体立基幹病院の役割を考察する 

     ～新・県立新発田病院職員にとっての“三方良し：自分良し・相手良し・地域良し”のために～ 

 

【プロフィール】 

新潟大学医学部卒業、医学博士。 

新潟大学医学部第一外科講師、新潟県立吉田病院診療部長を経て、平成１１年４月か 

ら鶴岡市立荘内病院院長として「内科系を中心とした外来診療の完全予約化」や「電子 

カルテなど医療情報システムの整備」「地域連携の推進」などの改革に実績をあげる。 

平成２２年４月から新潟労災病院（上越市）の院長として活躍中。新潟市出身。 

 

 

   

テーマ： 地域基幹病院の現状と未来を語る 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ： 松原要一氏（新潟労災病院・院長） 

笹川康夫氏（新発田北蒲原医師会・副会長） 

矢澤良光 （県立新発田病院・院長） 
 

 

●主 催   新・新発田病院５周年事業実行委員会 

 
  ●お問合せ先   県立新発田病院・庶務課  電 話 ０２５４－２２－３１２１（代表） 

お申込み先                ＦＡＸ  ０２５４－２６－３８７４ 

※ご氏名・住所・電話番号をお知らせください。 

新・新発田病院５周年 

記念講演会・パネルトークのご案内 

♪ 記念講演 （１３：１０～１４：００） 

♪ パネルトーク （１４：１０～１５：００） 


